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移住者 side 

 

えひめ移住者 Special Interview！ 

 だから、私は愛媛
こ こ

にいる Vol.２  
                      2016.May 

【宇和島市】大富淳さんと善家
ぜ ん け

正利さん 

「ここを出て行く理由がない」 (大富さん) 

 

移住ってなんだろう。引越しとも転職とも、何かが少し違う。その違いは、人とのかかわりなのかもしれない。 

新しい土地に飛び込んだ人たちと話をすると、地元で暮らしをサポートした人たちの姿が見えてくる。 

同じ土地で暮らす「先輩」と「後輩」 

それぞれの視点から、移住を見てみたい。そんな思いから、移住者を尋ねて、こう聴くことにした。 

「あなたの愛媛暮らしを支え、応援してくれた人はいますか」 

 

瀬戸内海と宇和海に面し、海のイメージが強い愛媛県。し

かし、実際に県内を見渡すと驚くほど山が多いことに気づく。海

の目前まで山がせり出し、高速道路や鉄道は木々に手が届き

そうな場所を縫うように走る。県土の約７割を占める山林から

注ぐ豊かな水は海の恵みを育む。この母なる山を守り、育てる

のが林業マンの仕事だ。 

 愛媛県宇和島市で林業に携わる大富淳さんが語る仕事の

スケールはさらに大きい。「海だけじゃない。山が吐き出すきれい

な空気は海を越えてアメリカにだって届く」 

 

大富淳さん 東京都出身。リゾート開発の会社に就職し、関

連会社で海洋調査なども担当。通勤電車で見た林業の求

人広告に惹かれ、平成７年５月に愛媛県三間町(現宇和島

市)に移住。森林組合に就職し、林業マン暦は 21年。 

 

新しく南予森林組合に入った移住者と大富淳さん(左から 2 人目)、善家正利さん(中央) 
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■通勤電車での出会い 

東京で生まれ育った大富さんが林業に出会ったのは平

成６年の秋、通勤電車の中だった。「山を守り、夢を育て

る」。UI ターン情報誌の吊り広告に書かれた言葉に目を奪

われた。下車したその足で、購入した情報誌に掲載されて

いたのが愛媛県森林組合連合会の合同求人広告だった。 

 バブル全盛期にリゾート開発の会社に入社し、休む間も

なく働いた。休日は年に 10 日程度という過酷な生活と引

き換えに多額な給与を得ながらも、漠然と次の人生を考え

ていたという。「35歳が次の節目だ」 

 森林組合の広告を目にしたのは 34 歳半ば。仕事で全

国の地方を訪れていたこともあり、田舎暮らしへのあこがれ

もあった。林業でチェーンソーを使うことすら知らなかったが、

引き寄せられるように求人広告のなかにあった１つの森林

組合に電話をした。以前、占い師に言われたラッキーアルフ

ァベット「M」が２つも入っている「三間町森林組合(当時)」

だった。 

 当時は大手広告代理店のリクルートが「U ターン、I ター

ン」という言葉を打ち出し、地方回帰の流れが出始めたこ

ろ。しかし、東京を離れ地方で働くことを「負け組」「都落

ち」という人も少なくなかった。交際していた女性も「林業な

ら、もっと近場でもできるでしょう」と反対したが、心は揺るが

なかった。７年 1 月に森林組合を訪れ、就職を決めた。そ

して、35 歳になった翌月に愛媛県に移住し、林業マンにな

った。 

■収入は１/３ 充実度は３倍 

 林業の仕事はやみくもに木を切ればいいというものではな

い。傾斜のある複雑な地形での作業。刃を入れる方向を

誤ると木がうまく倒れないばかりか、倒れた木で自らの命を

落としかねない。だが、職人気質の先輩たちは言葉では教

えてくれなかった。経験と感覚で木を切り倒す先輩たちの姿

を見て、技術を身につけた。 

 右手にチェーンソー、左手に燃料を持ち、腰に道具を携

えて傾斜 40 度の斜面を登る。体力勝負のきつい仕事だ

が、木を倒した時に起こる空気の流れで体が浮かぶ感覚が

やみつきになった。「木の間から風が汗をかいた体にふきつけ

る。これは都会では味わうことができない」 

早朝に山に入り、夕暮れには家に帰る生活。作業の休

憩時間を加えると１日の自由時間は睡眠時間を除いても

10時間。年間 10日ほどだった休日は月 10日に増えた。

休日にはマリンスポーツやボランティアに携わる。収入は東

京時代の３分の１に減ったが、「充実度は３倍になった」。 

 

■「ここを出て行く理由がない」 

当初、ずっと愛媛に住むつもりはなかった。温暖な地域だと

思っていたが、冬には雪が降るので、数年が経てばもっと南の

地域に引っ越すことも考えていたという。だが、生活をするうち

に「ここを出て行く理由がない」と思うようになった。 

愛媛に住んで今年で２１年。交際していた女性を愛媛に

呼び寄せて結婚し、長男も誕生した。所属する南予森林組

合津島支所では最年長になり、全国的に移住が盛んになっ

た現在は、移住セミナーなどで先輩移住者として自らの経験

を語る。宇和島市の後押しもあり、南予森林組合には平成

27年度、４人の移住者が就職した。 

愛媛に住むことに反対していた妻はすっかり地域に溶け込

み、移住後に生まれた長男は生粋の宇和島っ子。流暢に地

元の言葉をしゃべる２人に対し、大富さん自身は標準語のま

まだ。「どうしても言葉が身につかなくて」 

そう苦笑いする姿に聞いた。 

―大富さんは東京の人ですか、宇和島の人ですか？ 

「それは、やっぱり宇和島やないんかな」 

 そう言って笑った言葉の語尾には、かすかな「宇和島なまり」

が混じっていた。 

 

山で作業をする大富淳さん㊤。先輩移住

者・先輩林業マンとして首都圏での移住

セミナーで相談を受ける機会も多い(㊦

はいずれも東京・有楽町でのセミナー) 
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■高校訪問、女性受け入れも 

初めて移住者を受け入れてから 20 年以上が経過した。当

時、UI ターン情報誌の求人広告で大富さんを含む２人が三間

町森林組合に就職した。他の森林組合にも県外から応募があっ

たが、現在も地域に残るのは三間に入った２人だけ。三間町は

市町村合併で宇和島市になり、森林組合も広域合併を繰り返

し、南予森林組合になった。 

 林業の世界では、機械化が進み、マニュアル化された作業も多

くなった。一方で、個人の裏山や庭木など狭い範囲の作業を依

頼される機会も増え、「狙ったところに木を倒す」という林業マンな

らではのスキルがますます重要になっているが、担い手の確保はさ

らに厳しさを増しているのが現状だ。 

 善家さんは一貫して、作業員の待遇改善、人材確保に動き続

けている。「組合職員では限界がある」と、組合を退職。現在は

南予森林組合の専務理事として赤字が続いていた組合の経営

改善に取り組み、近隣の高校訪問も始めた。作業計画を練る

「施業プランナー」として、女性の積極採用も視野に入れる。 

「森林を整備して、もうけられる仕組みを作りたい。それが環境

を守ることにつながるし、田舎での雇用の場にもなる」。 

その視線は林業のみならず、地域の将来を見据えている。 

■県外からの担い手「熱烈歓迎」 

 初めて県外へ出した求人広告。それに応じた２人目の

面接者がやってきたのは平成７年１月のことだった。三間

町森林組合(当時)の職員、善家正利さん=現南予森

林組合専務理事=は面接者の志望動機に耳を傾けな

がら「熱心な人がきてくれた」と思った。「リゾート開発で自

然に手を入れる仕事をしてきたからこそ、自然に貢献する

仕事に就きたい」。そう語った面接者こそ、東京からやって

きた大富淳さんだ。 

 面接は合格。その年の５月には、夜中に引っ越してきた

大富さんを出迎え、荷物の搬入を手伝った。まさに「熱烈

歓迎」。善家さんはこう振り返る。 

当時、森林組合の働き手は農家との兼業が多く、社

会保障も整備されていなかった。地元からの志望者は

年々減少し、40 歳代が若手として重宝されるありさま。

林業は機械化の途上にあり、人手を要する手作業による

仕事が多く残る一方、新たに導入された機械を操作でき

る人材も必要だった。「これは若い人じゃないとやっていけ

ない」 

■作業員の待遇改善に奔走 

善家さんは、愛媛県森林組合連合会から UI ターン情

報誌に求人広告を出すと聞いたとき、迷わず手を挙げた。

合同の求人広告に名を連ねた森林組合は、わずか８

つ。同じ南予地区からは宇和町、肱川町、三間町の３

組合だけだった。 

都会から若者を呼び込むには、雇用環境の変革も必

要だった。それまでは、１日に仕事をした量に応じて給与

を支払う出来高制。作業効率の高い仕組みだが、雨が

続き仕事ができない日が続けば収入が減少する。１日の

仕事量が減ることを嫌い、ベテランが新人の指導に時間を

割かないことも課題だった。 

善家さんは南予流域林業活性化センター担い手対策

部会のメンバーとして、専門家の意見を取り入れながら雇

用環境の改革に乗り出した。給与を出来高払いから固

定給に変え、社会保障も整備した。社会保障費は町に

かけあって一部を助成してもらった。自身は森林組合の職

員で、実際に山に入る作業員ではない。それでも、熱心

に作業員の待遇改善に動く姿に、林業マンの信頼も厚

い。大富さんは「善家さんが自分たちのために動いてくれた

ことが、ずっとここで働く理由の一つ」と語る。 

 

 
地元 side 

善家正利さん 三間町(現宇和島

市)出身。大学で県外に出るも、U

ターンし、三間町森林組合に就

職。合併で誕生した南予森林組

合を退職し、同組合専務理事に

就任。６年のブランクを経て平成

25年に再び専務理事に就任 

 

大富さんが移住するきっかけの UI ターン情報誌(表紙=㊦)を手に、当時

を振り返る善家正利さん 
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宇和島市 

愛媛県西南部に位置する人口約８万人の南予地域最大の都市。平成 17年 8月に

宇和島市、吉田町、三間町、津島町が合併し、誕生した。宇和海に面し、入り江

と半島が複雑に交錯した典型的なリアス式海岸では、真珠やブリ、マダイの養殖

が盛んに行われている。柑橘の栽培も盛んで、ポンカンは県内一の生産量を誇っ

ている。 

 

宇和島市は林業従事者の移住支援に力を

入れている。移住時には就業一時金や家賃の

一部補助など独自の支援制度を打ち出し平

成 27 年 7 月以降、5 組が市内の林業事業体

に就職している。 

 

【問い合わせ】 

〒798-8601 愛媛県宇和島市曙町１番地 

宇和島市産業経済部農林課    

Tel=0895-49-7022（直通） 

E-mail：nourin@city.uwajima.lg.jp 

  


